
エネルギー環境教育に関する意見交換会〈九州教職員ネットワーク〉 

平成 23 年度第１回意見交換会・施設見学会を開催しました 

 

 ８月 17 日（水）18 日（木）の２日間にわたり、福岡市の都久志会館での意見交換会と北九州市

の次世代エネルギーパーク施設見学会を開催しました。 

 今回は、九州各県から計２５名の小・中学校の先生方にご参加いただき、熱心な意見交換をして

いただきました。お忙しい中ご参加いただいた先生方をはじめ、ご派遣いただいた学校、ご関係の

皆さまに心よりお礼申し上げますとともに、どのような内容であったか、ご報告いたします。 

     意見交換会 

開催日時：平成 23 年 8月 17 日（水）13：00～17：00  会場：都久志会館 ４階会議室  

☆講師 

長崎大学教育学部      藤本 登教授 

九州女子大学人間科学部   中村重太教授 

福岡教育大学理科教育講座  坂本憲明教授 

姶良市立帖佐中学校     山下信久教頭 

☆事務局 （九州ｴﾈﾙｷﾞｰ問題懇話会〔九ｴﾈ懇〕） 

青、松尾 

13：00 開会、自己紹介 

九エネ懇事務局長の開会挨拶のあと、講師 4 名とご参加の先生 25名皆さま

から一言ずつ自己紹介をいただきました。 

13：25～14：40 エネルギー・環境問題の教育の重要性 ［藤本講師］ 

  九エネ懇のエネルギー問題研究委員会委員でもある藤本講師から、

エネルギー環境教育の必要性と学校教育における位置付け、エネル

ギー・環境問題の現状と課題などについてお話いただきました。 

  講演後は、今年 3 月に起こった福島第一原子力発電所事故後、エ

ネルギー問題について様々な議論がなされる中、どのように考え、

教えていくかについてなどを中心に、質疑応答がなされました。 

14：45～16：50 エネルギー・環境を各教科でどう扱うか～新学習指導要領を踏まえて～ 

①教科毎に“どこで、どう扱うか”講師とともに考えてみる［教科毎のグループ討議］ 

社会科（10 名）は山下講師、理科（9 名）は中村・坂本講師、技術・家庭科（6 名）は藤本講師

のもと、討議しました。新学習指導要領においてエネルギー環境教育に絡めるポイントはどこか、

エネルギー環境関係で新しく入ったもの、場所が移ったもの等を整理しつつ討議いただきました。 

 

 

 

 

 

☆参加者   九州各県の先生方 

社会科   １０名（小学校４名、中学校６名） 

 理科      ９名（小学校４名、中学校５名） 

 技術・家庭科 ６名（ 全て中学校 ） 

  計    ２５名（小学校８名、中学校 17名） 

(社)九州経済連合会 九州エネルギー問題懇話会 2011.9 

 

 

   
社 会 科 理 科 技術・家庭科 



 

② 各教科の発表をもとに認識を共有する［全体での意見交換］ 

教科間の情報交換や認識の共有を図るため、各教科で話し合った内容を発表いただきました。 

発表の中から一部をご紹介します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

また、社会科のご参加者から、中学校 3 年生公民的分野の「現代社

会と私たちの生活」における討論学習についての資料、理科のご参

加者から、小学校 6年生の「私たちのくらしと環境」における授業

実践のご紹介をいただきました。 

 

16：50～17：00  エネルギー環境教育推進に向けた取組み［中村講師］ 

学校教育におけるエネルギー環境教育の実践や関係者のネットワーク

づくりに積極的に取組んでおられる中村講師から、エネルギー教育の基

本認識と位置付け、学校教育における目標のご説明と、エネルギー教育

推進に向けたいくつかの取組みのご紹介をいただきました。 

    

 

☆社 会 科 

・エネルギー環境教育をエネルギーの内容を

中心とする環境教育と捉え、そのための教

材が必要。そこでは、エネルギーの安定確

保という「資源問題」と、エネルギー利用

による環境負荷という「環境問題」の２つ

の視点が重要。 

・そのためには、教科書の単元構成を整理し、

指導する内容や子どもの状況を踏まえて、

指導計画を工夫する。 

・単元の再構成、独自の指導計画づくりを行

うこと、書籍などから新しい情報を獲得す

ることについて講師から提案があった。 

 

☆理  科 

・新学習指導要領における理科の学習内容と

エネルギー・環境の位置付けについて講師

から解説。教科の目標を念頭にエネルギー

環境の授業をつくる。 

・人間生活の「豊かさ」を支えるエネルギー

とその「豊かさ」の裏に残される環境問題

をとらえる視点から教育内容を考える。 

・参加者から、放射線についての指導計画の

紹介があった。放射線については、単位の

違い、放射能と放射線の違いなどを教える

必要がある。 

 
☆技術・家庭科 

・主に、技術分野「エネルギー変換に関する技術での取扱」、家庭分野「身近な消費生活と環境」で

エネルギー環境教育を取り扱う。 

・技術科では、「資源」の視点に「エネルギー」の視点を加えて進める。また、技術を適切に評価・

活用するには、古い情報のままでは間違った方向に進んでいく。常に新しい情報を入手して授業

に生かすことが必要。 

・技術科と家庭科では、食物の生産（技術）と消費（家庭）で連携を図り、エネルギーと環境の学

習を進めていくことができるのでは。理科も含め、教科間の連携については、教育課程の問題な

ど様々な問題があるが、話し合うしかない。 

 

 

 

 

 

 



 

17：00～17：10  事務連絡 

事務局より、翌日の見学会等についての事務連絡、アンケート記入のお願いとともに、11月の第

２回意見交換会のご案内と参加のお願いをいたしました。 

＜会場での教材・資料展示＞ 

九エネ懇の提供・貸出教材や、他機関発行のエネルギー環境関係資料

を展示しました。当会オリジナルの教材や、エネルギーに関する実験器

具などをご紹介し、積極的にご活用いただくようお願いしました。 

 

＜当日の配布資料＞  

 

 

 

 

 

 

 

      施設見学会 

開催日時：平成 23 年 8月 18 日（木）8：50～16：00  見学施設：北九州次世代エネルギーパーク 

☆参加者：１９名      ☆事務局：２名 

8：50 集合  9：00 出発   

 

10：30～11：50  響灘風力発電所見学 

         [(株)エヌエスウィンドパワーひびき] 

＜見学内容＞ 

☆会議室で建設記録映像視聴、概要説明、質疑応答 

☆３号機下で見学 

  同発電所は、総出力 15,000 ㎾（1,500㎾×10 基）、年間計画発電量 3,500

万 kWh で約 1万世帯分の電力量に相当します。2003 年 3月の運転開始か

らこれまでの経緯を踏まえ、詳しくご説明いただくとともに、参加者か

らの様々な質問に回答いただきました。 

実際に発電設備の下でお話を伺うことで、設備利用率（約 20％）、建

設コスト、技術開発状況、普及への課題と見通しなどについて、より実

感をもって理解することができました。 

海岸線に沿って、高さ 100ｍの風車が 250ｍ間隔で並ぶ光景は、とても

美しく、憩いの場となっていることも頷けました。 

 

 

当日は、数名の先生から実践例をお持ち寄りいた

だき、参加者に配布させていただきました。何よ

りの資料です。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 
 

 



 

13：10～14：10 太陽光発電、石炭ガス化高度利用実証施設見学 

         [Ｊ‐ＰＯＷＥＲ 電源開発(株)若松総合事務所] 

☆会議室でＪ‐ＰＯＷＥＲの企業ＰＲ映像視聴、若松総合事務所の概要

説明、質疑応答 

☆響灘太陽光発電所見学 

 同発電所の出力は 1,000 ㎾で、メガワット級の太陽光発電設備の設

計・建設・運用等のノウハウを獲得するための研究設備です。実際にパ

ネルを見ながら、2008 年 2月の運転開始からこれまでの実績を踏まえた

ご説明を聞き、質疑応答を行いました。 

 設備利用率が約 10％と低く、出力の不安定さ、建設コストの高さなど、

事業としては難しい課題があるとのお話を伺いました。 

☆石炭ガス化高度利用実証施設［ＥＡＧＬＥプロジェクト］見学 

 Ｊ－ＰＯＷＥＲでは、石炭の高効率利用とＣＯ2低減の取組みとして、

ＥＡＧＬＥプロジェクトを推進。これは、石炭をガス化してガスタービ

ン発電を行うと同時に、その排熱を利用して蒸気タービンでの発電も合

わせ可能とする「石炭ガス化複合発電」の実現を目指すもので、ＣＯ2

の分離回収試験も実施しています。 

 石炭火力発電におけるＣＯ2排出量低減に向けた取組みについて、新た

な知識を得ることができました。 

14：15～15：45 ［バス車中にて］ 

意見交換会・見学会の感想や、エネルギー環境教育についてのお考えなどを、ご参加の先生方か

ら一言ずついただきました。様々なご意見を全員で共有でき、また事務局としては第２回に向けて

とても参考になるご意見を伺うことができました。 

15：45～16：15  順次下車（解散） 

第１回意見交換会・施設見学会を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご参加者のアンケート・見学バス車中でのご感想から＞ 

・各教科一同に集まる取組みは尐ないため、この会は貴重。学校でも他教科の先生とエネルギー環

境の授業について考えたい。 

・子どもたちにエネルギー自給率の低さなど、この問題の厳しさを伝え、考えさせたい。 

・グループ討議や参加者の実践紹介など、授業に役立つ内容であった。 

・新エネの現状や課題、石炭火力のＣＯ2削減の取組み等について知ることができ、参考になった。 

・原子力に関する報道を聞いているが、この会でエネルギー問題について勉強することができた。

次回は原子力発電所を見学したい。 

 

校務お忙しい中、ご参加いただいた先生方、ご派遣いただいた学校長や各教科部会長はじめ

関係者の皆さま、本当に有難うございました。 

第２回意見交換会にも、ぜひご参加、ご派遣くださいますようお願い申し上げます。 

〒810-0001 福岡市中央区天神 1-10-24 天神ｾﾝﾄﾗﾙﾌﾟﾚｲｽ 3階 

(社)九州経済連合会 九州エネルギー問題懇話会 担当：松尾 

TEL：092-714-2318 FAX：092-714-2678 〔HP〕http://www.q-enecon.org/ 

 

 

 


